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“

　

－

雪
箸
こ
入
り
、
後
愛
会
規

祝
電
披
露
、
花
束
贈
呈
が

ま
り
、
多

　　　　　　　　　　　　　　　

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
潜
水

推
薦
を
得
、
選
挙
に
お
い

心
か
ら
祈
念
榊
【

１
．

援
会
の
結
成
状
況
」
「あ
援
会
と
国
会
議
員
と
が
積
め
た
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
だ
け
だ
と
熱
く
語
ら
れ
、

雪
箸
こ
入
り
、
後
愛
会
規

祝
電
披
露
、
花
束
贈
呈
が

ま
り
、
多

　　

、

　

．
′

　　　　　　

三

　　　

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
潜
水

推
薦
を
得
、
選
挙
に
お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　　　
　　　　

　

　

　

　



人生１００年時代を健康に過ごすために

金 税 共 の 健 康 事 業をご利用《ださぃ

１

　　　　

１
　

　　　　

　
１

　　　　　

１
ｉ

　　　　

１
１

　　　　

１

□□□□□
□□□

ＰＥＴ 提携医療機関全国３０ヶ所

圏セントラル（ークリニック（札幌）

圏つくば画像検査センター（つくば）

圏永仁会シーズクリニック（所沢）

圏四谷メディカルキューブ（東京）

醸ゆうあいクリニック（横浜）

圏亀田メディカルセンター（千葉）

国東名古屋画像診断クリニック（名古屋）

園武田病院画像診断センター（京都）

圏○（ＡＴ予防医療センター（大阪）

圏西の京病院（奈良）

圏広島平和クリニック（広島）

圏セントヒル病院（山口）

圏福岡和白総合健診クリニック（福岡）

圏西諌早病院（長崎）

圏宮崎鶴田記念クリニック（宮崎）

園厚生仙台クリニック（仙台）

園宇都宮セントラルクリニック（宇都宮）

圏武蔵村山病院（東京）

圏総合東京病院（東京）

園新百合ヶ丘総合病院（川崎）

圏聖隷健康診断センター（浜松）

圏公立松任石川中央病院（石川）

圏大阪回生病院（大阪）

圏大阪府済生会中津病院（大阪）

園兵庫医科大学病院ＰＥＴセンター（兵庫）

圏淳風会健康管理センター（岡山）

園徳島大学病院（徳島）

圏古賀病院２１ＰＥＴ画像診断センター（福岡）

園魚住クリニック（熊本）

園ちばなクリニック（沖縄）

　　

ＰＥＴ検査は、専用の装置で

　　　　

　 　

　　　　　

　

　　　　

　

　

だけを見つけることができます。

　

そのため、レントゲンなど従来の

　

検査方法に比べて、より小さな早

　

期ガン細胞まで発見することが可

　

能になりました。

　　

また、この検査は痛みや苦痛も

　　

図 ム

　

平ロ

　

リニッ

　

ム

　

少ないため、検査を受ける方にも

　　

圏セントヒル病院（山口）

　

精神的ストレスや身体的な負担

　

ノ

　

圏福岡和白総合健診クリニッ

　

の少ない方法と言われています。

　　

瞳西諌早病院（長崎）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

圏 宮崎鶴田記念クリニック（

　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

▼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′

　

定期的に健康状態をチェック

　　　　　　　　　　　　　　

　　

身体の各部位を精密に検査ず

人間ドックは、病気の早期発見
　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　

身体の

　

る人間ドックは、病気の早期発見

　

に役立ちます。

　　

健康な老後を迎えるためにも

　

定期的に受診することがおすす

　　

めでず。

　　　　　　　　　　　　　　

園 兵庫医科大学 健康医学クリニック（兵庫）

　

圏 淳風会健康管理センター（岡山）

　　　　　　

彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

圏 長崎病院（広島）

　　　　　　　　　　　　

園 福岡和白総合健診クリニック（福岡）
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人間ドック 提携医療機関２０ヶ所

園大宮共立病院（埼玉）

園朝日生命成人病研究所（東京）

園総合東京病院（東京）

圏東京国際クリニック（東京）

圏ゆうあいクリニック（横浜）

鰯亀田メディカルセンター（千葉）

園小張総合病院健診センター（千葉）

圏住友生命福祉文化財団（大阪）

園兵庫医科大学健康医学クリニック（兵庫）

圏長崎病院（広島）

圏明治安田新宿健診センター（東京）

圏亀田京橋クリニック（東京）

圏荻窪病院（東京）

圏新百合ヶ丘総合病院０＝崎）

圏横浜新緑総合病院（横浜）

圏セコメディック病院（千葉）

圏聖隷福祉事業団（浜松２ヶ所、静岡１ヶ所）

圏大阪府済生会中津病院（大阪）

圏淳風会健康管理センター（岡山）

園福岡和白総合健診クリニック（福岡）

全国税理士共栄会
〒１４１‐００３２ 東京都品川区大崎１－ｌｌ‐８

　

日本税理士会館４階 ＴＥＬ０３（５７４０）８３３１（代） ＦＡＸ０３（５７４０）８３３３

全税共の事業は＼ホームページでご案内しています。

　

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｚｅｎｚｅｉｋｙｏ‐ｃｏｍ／

日

　

本

　

税

　

政

　

連（５）

　　　

令和２年（２０２０年）４月１日 （水曜日） （第三種郵便物郷） 第５５３号



令和２年（２０２０年）４月１日 （水曜日） 億三種郵便物鋼）

令
和
２
年
度
税
制
改
正
法
案
が
３
月
２７
日
、
参
議
院
本
会
議
で
可
決
成
立
し
た
。
日
本

税
理
士
政
治
連
盟
は
、
毎
年
、
日
税
連
の
税
制
改
正
建
議
の
実
現
の
た
め
関
係
国
会
議
員

へ
の
陳
情
等
積
極
的
に
対
応
し
て
い
る
が
、
要
望
実
現
の
た
め
に
は
、
国
会
の
立
法
作
業

の
手
続
き
等
を
理
解
し
効
果
的
な
陳
情
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
本
紙
「日
本
税
政
連
」

は
、
令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
係
る
税
政
連
活
動
に
関
わ
っ
た
日
税
政
役
員
の
座
談
会
を

行
い
、
経
過
を
改
め
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
税
政
連
活
動
の
意
義
・あ
り
方
を
探
る
こ

と
と
す
る
。

一■
令
和
２
年
度
税
制
改
正
を
振
り
返
っ
て

全
国
の
税
政
連
が
一
体
と
な
っ
て
要
望

を
こ
れ
か
ら
の
陳
情
活
動
の
テ
ー
マ
に
し
て
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
活
動
を
し
て
い
き
た
に
お
い
て
も
検
討
さ
れ
ま
す
。
与
党
で
あ
る
く
「誰
に
」
「何
を
」
と
い
う
こ
と
も
大
切

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
の
程
、
ど

自
民
党
と
公
明
党
は
、
１０
月
か
ら
１１
月
上
旬

で
す
。
例
え
ば
、
昨
年
１１
月
５
日
の
一斉
陳

ル
等
を
踏
ま
え
て
、
我
々
税
理
士
会
の
要
望
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

ま
で
団
体
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
と
情
の
際
に
は
、
自
民
党
の
幹
部
議
員
に
「災

一■
税
制
改
正
の
プ
ロ
セ
ス

与
党
税
調
へ
の
対
応
を
中
心
に

と
も
に
、
財
務
金
融
部
会
や
経
済
産
業
部
会
害
税
制
は
ど
こ
が
担
当
し
て
い
ま
す
か
」
と

な
ど
の
各
部
会
等
に
お
い
て
、
次
年
度
税
制
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
内
閣
第
１
部
会
だ
と
い
う

改
正
に
向
け
た
検
討
を
進
め
、
部
会
ご
と
に
示
唆
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
税
政
で
は
、

重
点
要
望
を
と
り
ま
と
め
ま
す
。
そ
し
て
毎
次
の
週
（１１
月
１１
日
）
に
も
災
害
税
制
に
ポ

年
１１
月
下
旬
に
、
昨
年
で
言
え
ば
１１
月
２１
日

イ
ン
ト
を
絞
っ
た
陳
情
を
行
い
ま
し
た
が
、

十
十十令
和
２
年
度
税
制
改
正
の
経
過
に
つ
が
、
毎
年
８
月
末
に
、
各
府
省
庁
か
ら
財
務
か
ら
行
わ
れ
た
与
党
の
税
制
調
査
会
に
お
い
そ
の
日
は
税
理
士
業
界
の
窓
口
で
あ
る
財
務

い
て
吉
川
国
対
委
員
長
か
ら
説
明
を
お
願
い
省
主
税
局
と
総
務
省
自
治
税
務
局
に
税
制
改
て
こ
れ
ら
が
検
討
さ
れ
ま
す
。
令
和
２
年
度
金
融
部
会
と
と
も
に
内
閣
第
１
部
会
の
議
員

い
た
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　

正
要
望
が
提
出
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
と
併
行
し
税
制
改
正
大
綱
は
、
こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
を
重
点
的
に
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ｎ同
皿

　

昨
年
の
１０
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
て
、
与
党
す
な
わ
ち
自
由
民
主
党
と
公
明
党
て
１２
月
１２
日
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　　　

税
調
イ
ン
ナ
ー
な
ど
の
幹
部
議
員
だ
け
で
な

り
組
ん
だ
三
点
に
つ
い
て
は
思
う
よ
正
副
会
長
会
に
お
い
て
副
幹
事
長
に
選
任
さ
は
、
次
年
度
税
制
改
正
に
向
け
た
検
討
を
お

　

東
京
税
政
連
の
幹
事
長
と
し
て
、
こ
れ
ま
く
、
担
当
す
る
部
会
に
丁
寧
に
要
望
を
説
明

う
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
れ
、
日
税
政
の
国
対
委
員
長
を
拝
命
い
た
し
お
む
ね
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
税
理
士
で
陳
情
活
動
を
４
年
間
や
っ
て
き
ま
し
た
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で

ん
で
し
た
。
令
和
２
年
度
税
制
改
正
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
所
属
し
て
い
る
東
京
会
を
含
む
各
種
団
体
等
の
税
制
改
正
要
望
が
、
東
京
税
政
連
で
は
、
毎
年
９
月
初
め
に
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

は
、自
民
党
税
調
役
員
の
交
代
な
ど
、
税
理
士
政
治
連
盟
で
幹
事
長
を
４
年
間
務
め
は
、
お
お
む
ね
９
月
中
旬
に
与
党
の
政
務
調
陳
情
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
税
制

　

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
要
望
の
内
容

こ
れ
ま
で
の
税
制
改
正
と
は
変
わ
っ
る
な
ど
、
税
制
改
正
の
陳
情
活
動
に
深
く
関
査
会
事
務
局
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
税
理
士
法
改
正
は
官
邸
主
導
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
よ
っ
て
担
当
す
る
部
会
す
な
わ
ち
陳
情
す

て
き
た
点
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
税
に
規
定
さ
れ
た
建
議
権
に
基
づ
く
日
税
連
の
に
感
じ
ま
す
。
令
和
２
年
度
税
制
改
正
の
重
べ
き
議
員
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。
効
果

す
。
税
制
改
正
に
お
い
て
よ
り
大
き
政
の
国
対
委
員
長
と
し
て
最
前
線
に
立
ち
陳
税
制
改
正
建
議
書
は
、
毎
年
７
月
な
い
し
８
点
要
望
事
項
で
あ
っ
た
災
害
税
制
に
関
し
て
的
な
陳
情
を
行
う
た
め
に
は
、
要
望
の
内
容

な
成
果
を
得
る
た
め
に
は
、
よ
り
ス
情
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
月
に
主
税
局
や
国
税
庁
な
ど
関
係
官
庁
に
提
も
、
１０
月
末
か
ら
の
陳
情
活
動
で
多
く
の
議
を
担
当
す
る
部
会
の
議
員
に
陳
情
す
る
こ
と

出
さ
れ
ま
す
が
、
自
民
党
や
公
明
党
を
は
じ
員
方
に
は
そ
れ
は
良
い
要
望
で
あ
る
と
賛
同
が
大
切
で
す
。

　

十
十
本
日
は
、
令
和
２
年
度
税
制
改
正
と

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
早
期
に
動
き
出
す
こ
と

ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　

さ
れ
ま
す
が
、
目

　　

や
公
日

　

を
は
じ

に
は

　　

は

　

い

　　

あ
る
と

　

一

税
政
連
活
動
の
中
核
と
し
て
尽
力
い
た
だ
い
が
重
要
で
あ
る
と
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　　

税
制
改
正
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
で
す
め
与
野
党
の
事
務
局
に
も
届
け
ら
れ
、
政
党
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
実
現
に

髄離媛鉱至醇雌勤難破鎚醜働輔斯緬雛
多に姉譲肝べ略鰯働槌『唖靴勲を貫ザ

　　　

Ｌ日Ｈ中－民
主
曹ル．公
明
…克

　　　

税理）

徹

　

離別瞳闘淘霞凧験糖情す

っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
意
味
で
・
お
話
を
伺

て
き
ま
し
た
が
・
今
後
は
よ
り
一
層
中
身
の

　　　　　

一

　　　

．

　　　　

一

　　　

如
鋭
飴

　

欄

　

方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
太
田
会
長
か

あ
る
効
果
的
な
陳
情
を
行
い
、
さ
ら
に
多
く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

か
望
望

　　

会

　　

い
う
話
も
し
ま
し
た
。
日
税
政

ら
・令
和
２
年
度
税
制
改
正
を
振
り
返
っ
て
・
の
成
果
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
・ろ

お
り

　　　　　　　

要

　　

擁
籍

　

隊
藤
噌

　

獅

　

国
対
委
員
長
に
な
り
、
さ
ま
ざ

一言
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　　

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
・
渡
遷

　　　　　　　　　

顛

　　　

経
部

　　

鑓
徹
桧

　

税

　

な
勉
強
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
こ

２
年
度
税
制
改
正
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
税
連
と
連
携
し
て
力
を
発
揮
し
た
い
と
考
え

　　　　　　　　　

瀦
練

　　　　　　　　　

絡
彫

れ
、
こ
れ
を
日
税
政
の
要
望
と

す
。

　　　　　　　　　

て
お
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

財
の

　　　　　　　　　　

鰯
勘

　

て
７
月
な
い
し
８
月
に
と
り
ま

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
重
要
要
望
と
し
て
取

　

税
制
改
正
と
税
理
士
法
改
正
、
こ
の
２
つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
調

　

め
ま
す
が
、
建
議
書
の
方
向
性
ぜ

※自民・公明で各々行われる党税調の要所要所で与党税制協議会が開催され
両党の調整が図られる。

　　

　　

　

　

　

　

．

　　　

ｒ

事

　　

正

　

行

　

過

　

　

　　

　

　　

　

　
　
　

　
　
　　
　
　

　　　　　　　

和

　

４

３

２８

　　

ド

　

ー．

　　　

令

　

年
年
月
令和２年１月３１日法案閣議決定

《令和２年度改正の日程》

１０月中旬～１１月２０日日

　　　　　

望

　

議

　

　　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　

　

　

　　　

　

　

　

２

　　　　　　　　　　　　

月

　　　　

敗

　

政
日

　

　　　

　

　　　　

　
　

　

　

　

　
　

　

　　　

　

　　　　

　

　　

　
　
　
　

　
　

　　　

　

　　　　

　

　　

　
　
　
　

桐

　　　

朋

　　　　

１

　　　　

０

　　

府
は
日
決

１１月２１日～１２月１２日

１２日決定

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　　

人
事
に
つ
い
て
も
情
報
収
集
し
単
位
税

　

議
員
に
は
、
官
邸
に
陳
情
す
る
に
周
知
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
浸
透
し

方
法
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
も
っ
と
徹
底
し

い
う
話
も
し
ま
し
た
。
日
税
政
の
て
各
税
政
連
の
国
対
委
員
長
や
幹
事
長
に
周

国
対
委
員
長
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
知
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
中
身
の
あ
る
効
果

な
勉
強
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
的
な
陳
情
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

だ
い
て
、
議
員
や
全
国
の
税
理
士

　

｛同
皿

　

お
っ
し
ゃ
る
通
り
陳
情
対
象
議
員

の
先
生
方
に
税
制
改
正
の
流
れ
を
に
つ
い
て
も
、
財
務
金
融
だ
け
で
な
く
、
関

聞
い
て
み
ま
し
た
。
例
年
陳
情
活
連
す
る
府
省
庁
す
べ
て
に
働
き
か
け
る
べ
き

動
を
１０
月
か
ら
１１
月
上
旬
に
か
け
だ
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
場
合
も
、
例
え
ば

て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一案
と
し
消
費
税
の
申
告
期
限
１
ヶ
月
延
長
の
特
例
創

て
陳
情
の
時
期
を
早
め
て
は
ど
う
設
が
８
月
末
に
経
産
省
が
提
出
し
た
税
制
要

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
日
税
連
望
に
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
流
れ

の
建
議
書
は
６
月
に
機
関
決
定
さ
を
事
前
に
情
報
収
集
し
、
税
制
要
望
に
取
り

れ
、
こ
れ
を
日
税
政
の
要
望
と
し
入
れ
て
い
く
こ
と
も
有
効
で
は
な
い
か
と
考

て
７
月
な
い
し
８
月
に
と
り
ま
と

え
ま
す
。

め
ま
す
が
、
建
議
書
の
方
向
性
が

決
ま
っ
た
ら
、
そ
の
税
制
を
担
当

　　　

．ぽ
総
”
＊

　　　

．

　　　

：

し

　

い
る
部
会
や
議
員
に
情
報
収

，

　

．み嗣
横
『
ｒぬ
仙
′

　　　　　

帳

　　

で
＼
古
野
乙
節
萄
矩
ヤ
姿
戸

‐

　　

ザ非
ぜ薄
謝
＆

　　　

’

　　

顔

　　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　

　
　　

　

　　　　　　

　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　
　
　

　

　
　　

　

　
　

れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と

　　　

ね“”

　

－

　　　　　　　　

広

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　　　　　　

，－
，

　　　　　　　

嶋

園
瞳

お
っ
し
ゃ
る
通
り
陳
情

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
極
め
て
重
要
で

す
。
ま
た
、
「い
つ
」
だ
け
で
な

日
税
政
で
は
、
毎
年
内
閣
や
政
党
の
役
員

人
事
に
つ
い
て
も
情
報
収
集
し
単
位
税
政
連

◆出席者◆
日
本
税
理
士
政
治
連
盟

会

　　　

長

　

太
田

　

直
樹

幹

　

事

　

長

　

渡
遷

　

輝
男

政
策
委
員
長

　

山
田

　

隆
窟

国
対
委
員
長

　

吉
川

　

裕
一

（司
会
）
小
島
広
報
委
員
長
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１
■

　　　談座 園
瞳

　

日
税
連
建
議
の
窓
口
は
国
税
庁
で
連
の
府
省
庁
へ
の
働
き
か
け
を
側
面
か
ら
サ
こ
れ
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
場
で
陳
党
の
部
会
で
「重
点
要
望
項
目
」
と
し
て
取
務
省
自
治
税
務
局
が
与
党
税
制
調
査
会
に
直
税
連
建
議
が
機
関
決
定
さ
れ
た
ら
直
ぐ
に
全

あ
り
、
日
税
政
要
望
の
窓
口
は
財
務
金
融
部
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　　

情
活
動
を
行
う
と
、
官
邸
の
意
向
が
強
く
党
り
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
接
提
案
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
前
年
国
の
税
政
連
が
動
き
出
せ
る
よ
う
な
情
報
発

会
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
と
ら
わ
れ

　　

一方
、
税
制
改
正
に
関
し
て
は
最
終
的
に
の
議
論
が
な
か
な
か
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
り
第
１
段
階
で
「重
点
要
望
項
目
」
に
上
が
度
以
前
か
ら
の
与
党
税
制
改
正
大
綱
の
検
討
信
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ず
関
連
す
る
要
望
は
広
く
働
き
か
け
る
こ
と
は
政
治
家
が
決
定
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
重
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ら
な
け
れ
ば
、
党
税
調
で
審
議
さ
れ
る
こ
と
項
目
や
い
わ
ゆ
る
骨
太
の
方
針
な
ど
の
政
府

　

間
皿

　

常
日
頃
か
ら
、
議
員
や
秘
書
か
ら

が
必
要
で
す
。
府
省
庁
に
対
す
る
働
き
か
け
要
な
こ
と
は
部
会
に
所
属
し
て
い
る
委
員
の

　

園
圏

　

与
党
税
制
調
査
会
の
審
議
は
２
つ
は
な
い
の
で
そ
の
年
度
の
改
正
項
目
に
は
な
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
テ
ー
マ
が
多
い
よ
う
情
報
収
集
を
行
い
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
こ
と

は
、
主
に
日
税
連
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
先
生
方
に
何
度
も
何
度
も
要
望
を
説
明
す
る
の
系
統
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　　

り
ま
せ
ん
。
い
か
に
重
点
要
望
項
目
と
し
て
で
す
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
と
い
う
わ
け
で
は
あ
は
重
要
な
こ
と
で
す
し
、
日
税
政
の
国
対
委

り
ま
す
の
で
、
日
税
連
と
日
税
政
と
の
連
携
こ
と
で
す
。

　　　　　　　　　　　　

一
つ
は
、
各
府
省
庁
と
各
種
団
体
等
か
ら
取
り
上
げ
て
も
ら
う
か
が
勝
負
の
分
か
れ
目
り
ま
せ
ん
が
、
先
ほ
ど
の
重
点
要
望
項
目
と
員
長
と
し
て
も
常
に
意
識
し
て
お
り
ま
す
。

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
税
政
連
と
し
て
日
税

　　　　　　　　　　　　　　　　

の
要
望
項
目
を
与
党
政
務
調
査
会
に
お
い
て

で
す
。

　　　　　　　　　　　　

は
対
照
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
党
税
調
に
提
案
さ

　

東
京
税
政
連
で
も
先
日
、
東
京
税
理
士
会

■圏
日
税
連
の
建
議
実
現
の
た
め

税
理
士
会
員
の
声
反
映
し
要
望
と
り
ま
と
め

　

一
つ
は
、
各
府
省
庁
と
各
種
団
体
等
か
ら
取
り
上
げ
て
も
ら
う
か
が
勝
負
の
分
か
れ
目
り
ま
せ
ん
が
、
先
ほ
ど
の
重
点
要
望
項
目
と
員
長
と
し
て
も
常
に
意
識
し
て
お
り
ま
す
。

の
要
望
項
目
を
与
党
政
務
調
査
会
に
お
い
て
で
す
。

　　　　　　　　　　　　

は
対
照
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
党
税
調
に
提
案
さ

　

東
京
税
政
連
で
も
先
日
、
東
京
税
理
士
会

政
策
分
野
別
に
設
け
ら
れ
た
部
会
を
通
じ
て

　

も
う
一
つ
の
系
統
は
「主
要
項
目
」
と
呼
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
、
与
党
税
制
調
査
会
と
合
同
で
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
、
令
和
２
年
度

税
制
調
査
会
の
検
討
テ
ー
マ
と
し
て
挙
が
っ
ば
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
の
プ
ロ
セ
ス
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
、
税
政
税
制
改
正
大
綱
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

て
く
る
も
の
。
い
わ
ば
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
国
際
課
税
や
所
有
者
不
明
土
地
に
係
る
税
連
の
役
割
だ
と
考
え
ま
す
。
効
果
的
な
活
動
力
ツ
シ
ョ
ン
や
野
田
聖
子
議
員
を
講
師
と
す

議
論
で
あ
り
、
日
税
政
の
要
望
も
こ
こ
に
位
制
、
納
税
環
境
整
備
等
々
、
府
省
庁
や
業
界
を
進
め
、
日
税
連
の
税
制
建
議
を
実
現
す
る
る
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
フ
ェ
ー

山田政策委員長

十
十十令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
向
け
た
税
税
運
と
日
税
政
と
の
実
務
者
レ
ベ
ル
の
打
ち
置
し
ま
す
。
日
税
政
の
要
望
を
実
現
す
る
た
団
体
の
要
望
で
は
取
り
上
げ
に
く
い
よ
う
な
こ
と
が
日
税
政
の
目
的
な
の
で
す
か
ら
。

　

ス
ツ
ー
フ
ェ
ー
ス
で
、
議
員
の
先
生
方
と
意

政
連
活
動
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
お
話
を
同
合
わ
せ
を
行
い
、
何
を
重
点
的
に
議
員
に
訴
め
に
は
、
第
１
段
階
と
し
て
自
民
党
・公
明
税
制
改
正
の
テ
ー
マ
を
財
務
省
主
税
局
・総

　　　　　　　　　　　　　　　

見
交
換
を
行
う
こ
と
は
、
大
変
貴
重
な
機
会

い
ま
す
。
ま
ず
、
税
制
改
正
要
望
の
と
り
ま

え
る
の
か
を
協
議
し
、
連
携
を
図
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

で
す
し
、
議
員
の
声
を
生
で
聴
け
る
滅
多
に

と
め
に
向
け
て
の
流
れ
等
に
つ
い
て
山
田
政

日
税
政
は
７
月
末
な
い
し
８
月
初
め
の
幹
事

　　

ー
１
１
ｉ
ｒ
ｌ
ｉ
ｆ
ｉ
１
一
．
‐
１
』
」
｝
・二

　

．

　　　　　　　　　　　

す
。
そ
こ
で
東
京
地
方
税
政
連
の
要
望
書
の

な
い
機
会
で
す
。
そ
の
よ
う
な
、
議
員
と
密

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一
■
－要

望

一男

現

に

南
ｒｄｎ
ソて

策
委
員
長
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　　　　

会
で
要
望
書
を
機
関
決
定
し
ま
す
。
こ
の
よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

内
容
を
秘
書
の
方
に
説
明
し
ま
す
。
各
後
援

接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
後
援
会
長
に
は
、

曲圏

日
税
政
は
、
日
税
連
が
作
成
す
る
う
な
経
過
を
経
て
、
日
税
政
は
日
税
連
と
連

　　　

今
後
の
戦
略
は
早
め
の
対
応
で
要
望
実
現
を

　

△あ
△震
も
同
席
さ
れ
て
い
る
の
で
、
税
制
ゎ
れ
ゎ
れ
税
理
士
△あ
要
望
を
し
っか
り
届

建
議
書
を
基
に
、
税
理
士
会
の
要
望
を
実
現

名
の
要
望
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
国
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

改
正
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
議
員
の
秘
書
の

け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
し
、
選
挙
応
援
等

す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
「税
理
士
党
」
と
し
議
員
へ
の
陳
情
を
行
い
ま
す
。

　　　　　　

税
理
士
会
の
税
制
改
正
要
望
を
実
現
す
夕
で
は
効
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
毎
方
に
は
そ
の
後
援
会
長
と
一緒
に
な
っ
て
要
を
通
じ
て
議
員
と
の
信
頼
関
係
の
あ
る
後
援

て
政
治
活
動
を
行
い
ま
す
。
日
税
連
の
建
議

　

日
税
連
の
建
議
書
は
、
税
理
士
法
４９
条
の
る
た
め
に
、
日
税
政
は
ど
の
よ
う
に
活
動
を
年
１０
月
か
ら
遅
く
て
も
１１
月
上
旬
ま
で
に
、
望
事
項
を
伝
え
て
お
り
ま
す
。
後
援
会
長
と
会
が
日
常
の
活
動
を
し
っ
か
り
行
っ
て
、
議

書
の
中
身
を
議
員
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
法
１１
で
調
わ
れ
て
い
る
建
議
権
に
基
づ
い
た
進
め
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら
に
、
全
て
の
後
援
会
が
直
接
議
員
に
税
制
改
正
の
議
員
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
員
を
支
え
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

律
と
し
て
実
現
す
る
。
税
政
連
の
活
動
は
、

「税
制
は
こ
う
あ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
提
案
単
位
税
政
連
や
税
理
士
に
よ
る
後
援
会
は
何
陳
情
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
い
つ
も
の
よ
う
な
場
で
積
極
的
に
意
見
を
伝
え
て
い

　

次
年
度
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、
と
に
か

こ
れ
に
尽
き
ま
す
。

　　　　　　　　

で
す
。
一方
、
税
政
連
は
こ
れ
を
実
現
す
る

を
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　　　　　　

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　　　　　　　

く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

く
早
く
キ
ッ
ク
オ
フ
す
べ
き
で
す
。
先
手
を

　

日
税
連
は
、
毎
年
２
月
に
次
年
度
建
議
書
こ
と
が
目
的
で
す
。
全
国
７
万
８
千
の
税
理

　

園
圏

　

再
度
確
認
し
た
い
の
は
、
わ
れ
わ

　

後
援
会
長
が
議
員
に
直
接
訴
え
る
こ
と
が
す
。

　　　　　　　　　　　　

打
っ
て
、
与
党
や
関
係
す
る
府
省
庁
の
検
討

作
成
に
向
け
た
議
論
を
開
始
し
ま
す
。
税
制
士
の
意
見
を
集
約
し
た
税
制
建
議
を
、
一つ
れ
は
税
理
士
法
に
規
定
さ
れ
た
建
議
権
に
基
最
も
効
果
的
な
の
で
す
。
年
末
の
税
制
改
正

　

ま
た
、
実
務
家
ら
し
く
現
場
の
例
を
具
体
過
程
か
ら
要
望
を
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

建
議
を
所
掌
す
る
調
査
研
究
部
の
会
議
に
で
も
多
く
実
現
す
る
た
め
、
税
政
連
は
、
税
づ
く
税
制
建
議
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
、
議
論
の
ヤ
マ
場
に
、
税
制
改
正
の
カ
ギ
を
握
的
に
訴
え
る
こ
と
が
、
国
会
議
員
に
は
効
果
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

は
、幹
事
長
と
私
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
理
士
会
と
連
携
し
つ
つ
、
や
み
く
も
に
で
は
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
定
の
業
界
の
利
益
を

っ
て
い
る
議
員
に
陳
情
す
る
際
に
も
、
地
元
が
あ
る
よ
う
で
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
反
対
の
理

　

十
十
会
長
か
ら
、
会
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

国
政
の
動
向
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
な
く
効
果
的
・戦
略
的
に
陳
情
を
行
わ
な
け
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
べ
き
税
制
か
ら
後
援
会
会
長
に
同
席
い
た
だ
く
と
、
議
由
と
し
て
「免
税
事
業
者
が
取
引
か
ら
排
除
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
ま
す
。
調
査
研
究
部
が
建
議
書
の
原
案
を
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
要
望
書
を
提
言
し
て
い
る
の
で
す
。

　　　　　

員
の
対
応
が
普
段
と
は
全
く
違
っ
て
驚
か
さ
さ
れ
る
」
と
訴
え
る
と
「課
税
売
上
高
１
千

　

因
圏

　

新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
税
理

と
り
ま
と
め
日
税
連
会
長
に
具
申
す
る
の
に
何
を
ど
の
よ
う
に
書
く
か
、
は
非
常
に
重

　

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
単
位
税
政
連
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
万
円
以
下
の
事
業
者
な
ど
い
る
の
で
す
か
」

士
制
度
に
向
け
、
会
員
の
皆
様
の
声
を
国
政

は
、
お
お
む
ね
４
月
末
か
ら
５
月
で
す
。
そ
要
で
す
。

　　　　　　　　　　　

や
税
理
士
に
よ
る
国
会
議
員
等
後
援
会
と
日
し
て
、
後
援
会
の
皆
様
に
よ
り
一層
の
ご
理
と
質
問
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
税
理
士
に
届
け
、
今
後
と
も
日
税
連
と
連
携
し
て
必

の
後
、
正
副
会
長
会
、常
務
理
事
会
を
経
て
、

　

吉
川
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
税
政
と
が
一枚
岩
で
粘
り
強
く
要
望
す
る
こ
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

で
あ
れ
ば
、
個
人
タ
ク
シ
ー
な
ど
が
す
ぐ
思
要
な
政
治
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

６
月
下
旬
の
理
事
会
で
、
日
税
連
は
次
年
度
が
、
特
に
災
害
損
失
控
除
の
要
望
に
つ
い
て
と
に
尽
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
税
連
と
の
連

　

ま
た
、
各
単
位
税
政
連
と
強
い
連
帯
意
識
い
浮
か
び
ま
す
し
、
「企
業
は
社
員
に
個
人

　

政
治
連
盟
と
い
う
組
織
は
結
果
を
出
さ
な

の
税
制
改
正
建
議
書
を
機
関
決
定
し
ま
す
。
議
員
に
説
明
す
る
と
、
良
い
意
見
だ
と
い
う
携
も
不
可
欠
で
す
。
た
だ
し
、
や
み
く
も
に
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
タ
ク
シ
ー
を
使
わ
な
い
よ
う
に
指
導
す
る
の
け
れ
ば
活
動
の
価
値
が
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
日

日
税
政
で
は
こ
れ
と
並
行
し
て
政
策
委
員
会
声
が
非
常
に
多
か
っ
た
で
す
。
我
々
税
理
士
陳
情
す
る
の
で
は
な
く
、
い
つ
、
誰
に
、
同
す
。
自
分
た
ち
が
行
っ
て
い
る
陳
情
活
動
は
で
は
な
い
か
。
個
人
タ
ク
シ
ー
に
と
っ
て
は
々
の
情
報
収
集
に
努
め
、
結
果
に
こ
だ
わ
っ

を
中
心
に
、
国
会
議
員
に
特
に
訴
え
る
べ
き
会
が
要
望
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
、
熱
心
を
、
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
て
い
く
の
か
。
な
ぜ
必
要
か
、
と
い
う
こ
と
を
理
解
い
た
だ
死
活
問
題
だ
」
と
説
明
す
る
と
、
納
得
し
て
た
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

重
点
要
望
事
項
を
検
討
し
ま
す
。
日
税
連
が
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
議
員
は
た
く
さ
ん
７
万
８
千
の
税
理
士
の
声
を
集
約
し
た
要
望
く
た
め
に
、
幹
事
会
な
ど
で
の
議
論
を
通
じ
い
た
だ
け
ま
す
。

　　　　　　　　　

今
後
と
も
、
政
治
連
盟
の
活
動
に
よ
り
一

建
議
書
を
機
関
決
定
す
る
６
月
下
旬
に
、
日
い
ま
す
。
し
か
し
、
令
和
２
年
度
改
正
で
は
だ
か
ら
こ
そ
、
効
果
的
な
陳
情
を
進
め
て
い
て
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
お

　

令
和
３
年
度
税
制
改
正
へ
の
対
応
に
つ
い
層
の
ご
協
力
と
、
ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願

　

く
べ
き
で
す
。

　　　　　　　　　

り
ま
す
。令
和
３
年
度
税
制
改
正
に
向
け
て
、
て
は
、
日
税
連
で
の
検
討
の
過
程
を
税
政
連

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

一番
の
主
役
は
全
国
に
約
３
４
０
あ
る
後
今
年
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
前
倒
し
し
て
、
よ
の
政
策
委
員
会
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
日
十
十
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

醍
援
会
で
す
。
重
要
な
こ
と
は
・
各
後
援
会
が
り
積
極
的
に
要
望
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん

駿禰航軸騨倒ば堪能則嘘鵡媛平臥要臥勃
で静脈主榊靴鰐競煎繍榊藤樹で所属し

　

座談会ふせ終えて

　　

於醐隊艇凱榔瀞驚倒醍醐楯勘摘藍翻翻

剖
の
内
容
を
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
せ
る
と
い
う
日
常
て
い
ま
す
が
、
年
に
数
回
「秘
書
懇
」
と
い

　

税
政
連
の
活
動
の
成
果
は
全
て
の
税
理
士
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
一読
い
た
だ
け
れ
ば

　

活
動
で
す
。
日
税
政
の
役
員
が
年
に
一度
だ

っ
て
、
与
党
・野
党
の
秘
書
の
方
に
集
ま
っ
が
享
受
し
ま
す
。
今
回
の
座
談
会
は
、
会
員
幸
い
で
す
。

　

け
一斉
陳
情
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
一朝
一

　

て
い
た
だ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
各
位
に
私
た
ち
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
く

　　　　

（広
報
委
員
長

　

小
島
善
弘
）
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税
務
相
談
会
場
を

国
会
議
員
ら
が
視
察

　

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
中
、
各
税
政
連
と
税
理

士
に
よ
る
後
援
会
は
、
毎
年
、
関
係
国
会
議
員
等
を

税
務
相
談
会
場
に
案
内
し
、
税
務
支
援
の
実
情
を
説

明
し
て
い
る
。

　

今
年
も
期
間
中
多
数
の
議
員
が
相
談
会
場
を
視

察
。
税
理
士
会
の
行
う
社
会
貢
献
に
対
し
理
解
を
深

め
た
。
各
税
政
連
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
活
動
模
様
を
掲

載
す
る
。
（敬
称
略
、
日
付
・政
党
は
実
施
日
、
県

選
挙
区
順
）

　
　
　
　　
　
　
　　
　

小
田
原
潔
議
員
（自
民
党

・比
例
東
京
）１
月
２７
日
、

多
摩
市
役
所

平
沢
勝
栄
議
員
（自
民
党

・
東
京
１７
区
）１
月
２９
日
、

葛
飾
区
・金
町
地
区
セ
ン

タ
ー
山
田
美
樹
議
員
（自
民
党

・比
例
東
京
）１
月
３１
日
、

新
宿
区
・牛
込
箪
笥
地
域

セ
ン
タ
ー
／
２
月
７
日
、

港
区
・高
輪
区
民
セ
ン
タ

ー
集
会
室
、
千
代
田
区
・

パ
レ
ス
サ
イ
ド
ビ
ル
／
２

月
１３
日
、
新
宿
区
役
所
／

２
月
２５
日
、
千
代
田
区
民

ホ
ー
ル

下
村
博
文
議
員
（自
民
党

・
東
京
１１
区
）２
月
３
日
、

板
橋
区
・高
島
平
区
民
館

高
木
啓
議
員
（自
民
党
・

比
例
東
京
）
２
月
３
日
、

北
区
・北
と
び
あ

石
原
宏
高
議
員
（自
民
党

・東
京
３
区
）２
月
４
日
、

品
川
区
・荏
原
文
化
セ
ン

タ
ー
、
き
ゆ
り
あ
ん
、
大

田
区
・嶺
町
集
会
室

松
島
み
ど
り
議
員
（自
民

党
・
東
京
１４
区
）
２
月
４

日
、
墨
田
区
・
み
ど
り
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

鈴
木
隼
人
議
員
（自
民
党

・
東
京
１０
区
）２
月
４
日
、

練
馬
区
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム

地
下
多
目
的
会
議
室
／
２

月
２５
日
、
豊
島
区
役
所

松
原
仁
議
員
（無
所
属
・

比
例
東
京
）
２
月
５
日
、

品
川
区
・き
ゅ
り
あ
ん
、

大
田
区
・嶺
町
集
会
所
、

品
川
区
・荏
原
文
化
セ
ン

タ
ー
辻
清
人
議
員
（自
民
党
・

東
京
２
区
）
２
月
５
日
、

中
央
区
・月
島
区
民
セ
ン

タ
ー
、
台
東
区
民
会
館
／

２
月
７
日
、
台
東
区
・
金

杉
区
民
会
館
、
港
区
・高

輪
区
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室

太
田
昭
宏
議
員
（公
明
党

・
東
京
１２
区
）２
月
５
日
、

北
区
・北
と
び
あ

菅
直
人
議
員
（立
憲
・東

京
１８
区
）
２
月
５
日
、
小

金
井
市
・小
金
井
宮
地
楽

器
ホ
ー
ル

平
将
明
議
員
（自
民
党
・

東
京
４
区
）
２
月
６
日
、

大
田
区
・入
新
井
集
会
室

／
２
月
１３
日
、
大
田
区
民

プ
ラ
ザ

松
本
文
明
議
員
（自
民
党

・比
例
東
京
）２
月
７
日
、

中
野
区
・な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ

０
西
館

海
江
田
万
里
議
員
（立
憲

・東
京
１
区
）２
月
７
日
、

新
宿
区
・榎
町
地
域
セ
ン

タ
ー
、
港
区
・高
輪
区
民

セ
ン
タ
ー
集
会
室
／
２
月

１２
日
、
新
宿
区
役
所
／
２

月
２６
日
、
千
代
田
区
民
ホ

ー
ル
石
原
伸
晃
議
員
（自
民
党

・
東
京
８
区
）２
月
１０
日
、

杉
並
区
・天
沼
区
民
集
会

所
、
杉
並
区
・セ
シ
オ
ン

杉
並
井
上
信
治
議
員
（自
民
党

・
東
京
２５
区
）２
月
１２
日
、

福
生
市
役
所
、
羽
村
市
役

所
、
あ
き
る
野
市
役
所

越
智
隆
雄
議
員
（自
民
党

・
比
例
東
京
）２
月
１２
日
、

世
田
谷
区
・
三
茶
し
ゃ
れ

な
あ
ど

青
木
愛
議
員
（国
民
・比

例
代
表
）
２
月
１４
日
、
北

区
・北
と
び
あ

伊
藤
達
也
議
員
（自
民
党

・
東
京
２２
区
）２
月
１４
日
、

狛
江
市
民
セ
ン
タ
ー

白
員
勲
議
員
（立
憲
・比

例
代
表
）
２
月
２７
日
、
豊

島
区
役
所

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　

鈴
木
け
い
す
け
議
員
（自

民
党
・神
奈
川
７
区
）
１

月
２８
日
、
横
浜
市
・都
筑

公
会
堂

阿
部
知
子
議
員
（立
憲
・

神
奈
川
１２
区
）２
月
４
日
、

藤
沢
市
・湘
南
台
市
民
セ

　
　
　

牧
島
か
れ
ん
議
員
（自
民

党
・
神
奈
川
１７
区
）
２
月

１２
日
、
南
足
柄
市
役
所

あ
か
ま
二
郎
議
員
（自
民

党
・
神
奈
川
１４
区
）
２
月

１２
日
、
相
模
原
市
民
会
館

三
浦
の
ぶ
ひ
る
議
員
（公

明
党
・神
奈
川
県
選
挙

区
）
２
月
１３
日
、
横
須
賀

市
追
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

　　
　
　
　
　　
　
　　
　
　

道
下
大
樹
議
員
（立
憲
・

北
海
道
１
区
）２
月
８
日
、

札
幌
市
・藤
野
地
区
セ
ン

タ
ー
勝
部
賢
志
議
員
（立
憲
・

北
海
道
選
挙
区
）
２
月
８

日
、
札
幌
市
・藤
野
地
区

セ
ン
タ
ー

佐
藤
英
道
議
員
（公
明
党

・
比
例
北
海
道
）
２
月
１６

日
、
札
幌
市
・さ
っ
ぽ
ろ

東
急
百
貨
店
・

徳
永
工
り
議
員
（国
民
・

北
海
道
選
挙
区
）
２
月
１６

日
、
札
幌
市
・
さ
っ
ぽ
ろ

東
急
百
貨
店

和
田
義
明
議
員
（自
民
党

・北
海
道
５
区
）
２
月
１６

日
、
札
幌
市
・
さ
っ
ぽ
ろ

東
急
百
貨
店

船
橋
利
実
議
員
（自
民
党

・
比
例
北
海
道
）
２
月
１６

日
、
札
幌
市
・
さ
っ
ぽ
ろ

東
急
百
貨
店

伊
東
良
孝
議
員
（自
民
党

・
北
海
道
７
区
）
２
月
２１

日
、
釧
路
市
・道
東
経
済

セ
ン
タ
ー
ビ
ル

鈴
木
貴
子
議
員
（自
民
党

・比
例
北
海
道
）
２
月
２１

日
、
釧
路
市
・道
東
経
済

セ
ン
タ
ー
ビ
ル

武
部
新
議
員
（自
民
党
・

北
海
道
１２
区
）２
月
２３
日
、

北
見
市
・北
見
経
済
セ
ン

タ
ー
達
坂
誠
二
議
員
（立
憲
・

北
海
道
８
区
）２
月
２２
日
、

函
館
税
理
士
会
館

　　
　
　
　　
　
　　
　
　

土
井
亨
議
員
（自
民
党
・

宮
城
１
区
）
２
月
１
日
、

仙
台
市
・東
北
税
理
士
会

館秋
葉
賢
也
議
員
（自
民
党

・宮
城
２
区
）２
月
１
日
、

仙
台
市
・東
北
税
理
士
会

館井
上
義
久
議
員
（公
明
党

・比
例
東
北
）２
月
１
日
、

仙
台
市
・東
北
税
理
士
会

館桜
井
充
議
員
（無
所
属
・

宮
城
県
選
挙
区
）
２
月
１

日
、
仙
台
市
・東
北
税
理

士
会
館

舟
山
康
江
議
員
（無
所
属

・山
形
県
選
挙
区
）
２
月

１
日
、
山
形
市
・
山
形
テ

ル
サ
階
猛
議
員
（無
所
属
・岩

手
１
区
）
２
月
２
日
、
盛

岡
市
・パ
ル
ク
ア
ベ
ニ
ュ

ー
カ
ワ
ト
ク

鈴
木
俊
一議
員
（自
民
党

・
岩
手
２
区
）２
月
２
日
、

盛
岡
市
・パ
ル
ク
ア
ベ
ニ

ユ
ー
カ
ワ
ト
ク

冨
樫
博
之
議
員
（自
民
党

・
秋
田
１
区
）２
月
８
日
、

秋
田
市
・ア
ル
ヴ
ェ

寺
田
学
議
員
（無
所
属
・

比
例
東
北
）
２
月
８
日
、

秋
田
市
・ア
ル
ヴ
ェ

根
本
匠
議
員
（自
民
党
・

福
島
２
区
）
２
月
２３
日
、

郡
山
市
・
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ

ト
ふ
く
し
ま

困陪
回
目
淵
倒
閣
蟹
ー一躍
回
国
幅
一一

古
川
一冗久
議
員
（国
民
・

愛
知
２
区
）
２
月
１７
日
、

守
山
市
役
所
、
千
種
区
役

所近
藤
昭
一．議
員
（立
憲
・

愛
知
３
区
）
２
月
１７
日
、

日
進
市
役
所

赤
松
広
隆
議
員
（立
憲
・

愛
知
５
区
）
２
月
１９
日
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
古
屋
茶

屋
、
牧
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、清
須
市
役
所
、

北
名
古
屋
健
康
ド
ー
ム
、

豊
山
町
役
場

鈴
木
淳
司
議
員
（自
民
党

・
比
例
東
海
）２
月
１７
日
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
長
久
手
、

日
進
市
役
所
、
東
郷
町
役

場野
田
聖
子
議
員
（自
民
党

・
岐
阜
１
区
）２
月
８
日
、

岐
阜
北
税
理
士
会
館
、
岐

阜
産
業
会
館

武
藤
客
治
議
員
（自
民
党

・岐
阜
３
区
）２
月
８
日
、

岐
阜
北
税
理
士
会
館
、
岐

阜
産
業
会
館

大
塚
耕
平
議
員
（国
民
・

愛
知
県
選
挙
区
）
２
月
２

日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
古

屋
茶
屋
／
２
月
２７
日
、
千

種
区
役
所

斎
藤
嘉
隆
議
員
（立
憲
・

愛
知
県
選
挙
区
）
２
月
１９

日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
古

屋
茶
屋
、
牧
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

渡
辺
猛
之
議
員
（自
民
党

・岐
阜
県
選
挙
区
）
２
月

８
日
、
岐
阜
北
税
理
士
会

館
、
岐
阜
産
業
会
館

大
野
泰
正
議
員
（自
民
党

・岐
阜
県
選
挙
区
）
２
月

８
日
、
岐
阜
北
税
理
士
会

館
、
岐
阜
産
業
会
館

　
　
　　
　　　　
　　
　
　

馳
浩
議
員
（自
民
党
・石

川
１
区
）
２
月
８
日
、
石

川
県
税
理
士
会
館

山
田
修
路
議
員
（自
民
党

・石
川
県
選
挙
区
）
２
月

８
日
、
石
川
県
税
理
士
会

館宮
本
周
司
議
員
（自
民
党

・
比
例
代
表
）２
月
２２
日
、

石
川
県
税
理
士
会
館

佐
々
木
紀
議
員
（自
民
党

・
石
川
２
区
）２
月
２２
日
、

ア
ル
・プ
ラ
ザ
小
松
店

滝
波
宏
文
議
員
（自
民
党

・福
井
県
選
挙
区
）
２
月

２２
日
、
福
井
県
税
理
士
会

館西
田
昭
二
議
員
（自
民
党

・
石
川
３
区
）２
月
２３
日
、

ア
ル
プ
ラ
ザ
鹿
島

田
畑
格
明
議
員
（自
民
党

・
富
山
１
区
）２
月
２４
日
、

富
山
県
民
会
館

国
会
議
員
等
に
よ
る
税

務
支
援
視
察
は
次
号
に
も

掲
載
し
ま
す
。
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－
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令和２年（２０２０年）４月１日 （水曜日） 日

　

本

　

税

　

政

　

連 億三種鞭物認可） 第５５３号
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無
料
税
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税
理
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会

　　
　
　　
　　　　

　
　　
上
納
．
・二
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山田ィ珍路議員 （中央）

．顎
翻
そ
遁
選
曲
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佐々木，紀議員 （５‐３人目）

高波宏煽員（左２人目）

　

　

　　　　　　　　

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　

　　

ん，
税
理
士
套

ｇｉｎき『
西田昭一議員
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一

　

‐ｆ．Ｌ，．〆・男ｒ

　

‐ｔＹ１１い二

　　　　　

　
　　

　
　　
　
　
　
　
　　　

ト
ー旗
艦
閥
竪
溝

登
録
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－

　

－

　　

．
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・

　

，す・二．－－－‐－Ｔ－嶺－ｒコ吏ご

　　　

一に
田畑格明議員 （中央）

　　　　　　

】渡辺猛之議員 （左６人目）

、Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ー
１
肌
膳

１‐三

　　
亡霊翻せ．・三雲誓
　　　　　　　　

近藤昭一議員（中央）
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‐
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助

舞
墨
ジ
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　三一：
武藤容治議員（中リリ

大塚寿柊Ｐ議員 （５２人目）
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いき
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－
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‐
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舟山康江議員（中央）

階猛議員 （ＦＰ咲き）

　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　

ー′

　　　　

、
ｉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｌ一

き薩 ミ サ
畢
『‐ヒー，

鈴木俊一議員（中央）

冨樫博之議員（中央）

寺田学議員

　

佐）

ーぬぷキメ礎難詰密議キー懲弱罷れムーニニ

　

－－二－」
根本匠議員 （中りさ）

伊東良孝議員（５２人目）

　

一税
理
士
に
よ
る

　　　

介

柵税
の
無
料
相
談
靴ｒ

　
　　
　

　

　　

　　

　
　

　
　　

　　

　
　
　

　　　
　　　　
　
　鈴木貴子韻

　

佐２人目） 牧島力へれん議員 （ＥＰ珠≧）
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武部新顔 （右２人目） ＝｝浦のぶくひる議員”当２人目）

達坂誠‐韻 （右３人目） あかまー郎言蟻員 （中央）
－－
｝

　

－ゴ

　

ー

　　　

ゴー

額
総
三
豆
ふ
も

　
　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　　

　
　
　

　

　

　　

　
　
　
　
　

　　
　　
　
　
　
　

　

　
　

　　　
　
　
　
　

　

　　
道下大樽誹議嶺醜員

　

ｑ５‐３人目）
勝部賢窓議員

　

Ｑ５…３人目）

佐藤鎚議員

　

佐２人目）

ｉ繕
　　
　　

ｉ

　

Ｌ
ＥＨＨＥ
・▲ぞ

鈴赤くじブい１すけ劃睡員 （左５人目）

　　　　　　　　　

ｌ

　　

．－・

　　

「

　　　　

ノ－＝

　

／

　

ノ　
　　　　
　　　　　　

土井亭議員

　

Ｑ５…３人目）

羽吹雪き憲章せ亘討議巨尋

　

ロヨ２ノ＼目）
ごニ．‐

　　

，
を，
．
阿部知子議員 （右；鮎粉

桜井充議員 （；当３人目）
和田義明議員 （左５人目）
船橋利実議員（右３人目）

古川元久議員 （中まき） 井上義久議員（中リリ 桶霧永エリ議員

　

Ｑ王２人目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

『原 始 証 ひよう の 預 か り ～

　

［二

　

選 ん で よ か っ た！

　

」ＤＬ

　

Ｉ
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消
費
税
・軽
減
税
率
と

現
場
の
事
務
負
担
に
つ
い
て

１
月
２４
日
参
議
院
本
会
議

（代
表
質
問
）

　　　　　　

　　　　　　　　　　　

　　

　　　

　

　

　

　　
　　
　
　　　

　　

，
′
、． 、^｝／

ミミ

　　

、＼、

　　

′－－；も 、ミミ
１
ま

　　　
　　
　
　
　　　　

　　　

　 　　　　　

○
大
塚
耕
平
議
員
（国
民

民
主
党
）
昨
年
１０
月
に

行
わ
れ
た
消
費
増
税
か
ら

４
か
月
が
経
過
し
ま
し
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▼

　

－

　　

｛
　　　　　　　　

　　　　

　

　　　　

　

　

　

　　

．

　　

・”． マ ニ 憎
い
卓二，・
．・

・、
．・

　

ー

　　　　　

た

　

，

　

安
倍
首
相

令和２年（２０２０年）４月１日 （水曜日）

　　　　　　　　　　　　　

日

厨精 霊愛すｉ窯三二…；〆き獣，こ，ミニ
ー

　

濯．・ こ ユキエ厘１
‐
，－－；，ニキ

　

三

者ｒｌニ ダ

　

ー

　　　　

鴇声ｒ

　

〆

　　　

Ｌは些ＩＨ．ｒ

　

ｉ ド ．
ミニ１

　　　　　

”

　　

」－

　　　　　　　　　

．ｒズｇ」（そご

た
。
駆
け
込
み
消
費
の
有

無
、
そ
の
後
の
影
響
及
び

今
後
の
影
響
に
つ
い
て
、

事
実
関
係
と
総
理
の
認
識

を
伺
い
ま
す
。

現
在
、
確
定
申
告
準
備

の
佳
境
で
す
が
、事
業
者
、

卿ミニジー

　

　

　　
　

税
理
士
の
声
は
総
理
に
届

い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

軽
減
税
率
導
入
が
確
定
申

告
事
務
の
煩
墳
を
招
く
と

い
う
懸
念
は
現
実
の
も
の

と
な
り
、
全
国
の
税
理
士

が
苦
労
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
現
場
の
事
業

者
、
税
理
士
の
協
力
、
苦

労
に
対
し
て
、
こ
の
場
を

通
し
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

旧
税
率
と
軽
減
税
率
は

共
に
８
％
の
た
め
、
税
理

士
は
旧
税
率
と
軽
減
税
率

の
区
別
に
苦
労
し
て
い
ま

す
。
同
じ
８
％
で
あ
っ
て

も
、
国
税
分
と
地
方
税
分

の
割
合
が
異
な
る
か
ら
で

す
。現
場
の
事
務
の
煩
項
を

解
消
す
る
た
め
の
工
夫
、

あ
る
い
は
現
場
の
負
担
に

対
す
る
配
慮
に
つ
い
て
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
、
総
理
の
考
え
を
同

い
ま
す
。

○
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大

臣

軽
減
税
率
制
度
に
よ

る
申
告
事
務
の
負
担
に
つ

い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し

た
。多
く
の
事
業
者
の
方
が

軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ

れ
て
初
め
て
の
確
定
申
告

を
迎
え
る
中
、
事
業
者
の

方
が
戸
惑
う
こ
と
な
く
申

告
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
税
率
ご
と
の
区
分

経
理
の
方
法
や
申
告
へ
の

対
応
に
重
点
を
置
い
た
説

明
会
の
開
催
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
税
理
士
の

方
や
事
業
者
の
方
の
実
務

現
場
の
状
況
を
き
め
細
や

か
に
把
握
を
し
、
現
場
に

寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

２
月
２１
日
衆
議
院
財
務
金

融
委
員
会

　

○
末
松
義
規
委
員
（立
憲

　

民
主
党
）

そ
れ
か
ら
ち

　

ょ
っ
と
こ
の
お
配
り
し
た

　

資
料
の
消
費
税
の
軽
減
税

　

率
に
つ
い
て
お
話
を
申
し

。
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
資
料
の
一が
東
京

　

税
理
士
会
に
所
属
の
税
理

　

士
さ
ん
が
お
つ
く
り
に
な

　

っ
た
資
料
な
ん
で
す
け
れ

　

ど
も
、
つ
ま
り
ど
う
い
う

ー

　

こ
と
か
と
い
う
と
、
非
常

　

に
今
、
軽
減
税
率
に
よ
っ

　

て
も
の
す
ご
く
事
業
者
の

　

事
務
作
業
が
大
変
な
、
あ

　

る
人
に
言
わ
せ
る
と
三
倍

　

以
上
に
な
っ
て
い
る
と
い

Ｌ

う
よ
う
な
こ
と
、そ
し
て
、

ひ
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
税

　　　　　

ノ′′

　

′」

　

．ｒ．ｒ，．′′

　　　　　　　　

・ｒ

　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．・ｒ′」

ん

務
署
の
方
々
の
チ
ェ
ッ
ク

の
機
能
も
ま
た
も
の
す
ご

い
煩
墳
で
事
務
が
大
変
に

な
っ
て
い
る
ん
だ
と
。
こ

の
一端
と
し
て
お
示
し
を

す
る
た
め
に
、
今
こ
の
資

料
を
提
出
い
た
し
ま
し

た
。こ
の
一枚
目
は
、
セ
ブ

ン
イ
レ
プ
ン
と
い
う
形
で

ち
ょ
っ
と
書
い
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
、
８

％
の
場
合
、
そ
れ
か
ら
１０

％
の
場
合
、
た
ば
こ
は
税

込
み
で
す
ね
、
非
課
税
が

切
手
代
と
か
あ
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
ま
ず
は
税
込
み
の
経

理
に
な
る
と
い
う
こ
と
な

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

が
、
課
目
が
例
え
ば
手
巻

き
お
に
ぎ
り
、
コ
カ
コ
ー

ラ
と
い
う
の
は
会
議
費
と

い
う
話
、
バ
ラ
ド
ゥ
ミ
ニ

ネ
イ
ル
が
消
耗
品
と
か
、

あ
る
い
は
メ
ビ
ウ
ス
ワ
ン

が
交
際
費
、
即
円
の
切
手

代
が
通
信
費
、
キ
ャ
ッ
シ

ユ
レ
ス
還
元
額
は
雑
収
入

と
い
う
形
で
、
分
け
て
こ

れ
を
記
入
し
な
き
や
い
け

な
い
。
二
枚
目
を
お
開
き
い
た

だ
き
た
い
ん
で
す
が
、
こ

れ
が
軽
減
税
率
前
の
経
理

処
理
で
、
こ
の
場
合
の
経

理
に
つ
い
て
は
、処
理
は
、

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
メ
ビ

ウ
ス
ワ
ン
ほ
か
と
い
う
こ

と
で
、
一
つ
の
項
目
だ
け

で
こ
れ
は
い
け
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
資
料
の
三
を

見
て
い
た
だ
く
と
、今
度
、

軽
減
税
率
後
の
経
理
処
理

と
な
る
と
、
さ
っ
き
言
い

ま
し
た
会
議
費
、
消
耗
品

の
費
用
、
そ
れ
か
ら
交
際

費
、
通
信
費
、雑
収
入
と
、

四
つ
Ｊ
し
れ
を
分
け
て
、

一つ
一つ
に
対
し
て
記
入

し
て
い
か
な
き
や
い
け
な

い
。基
本
的
に
手
書
き
で
、

ま
た
そ
れ
を
パ
ソ
コ
ン
に

打
ち
込
む
と
い
う
よ
う
な

こ
と
に
な
る
し
、
ま
た
、

更
に
厄
介
な
の
は
、
過
去

仕
入
れ
た
品
物
な
ん
か

も
、
同
じ
８
％
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
軽
減
税
率
、

消
費
税
率
と
地
方
消
費
税

率
の
違
い
が
あ
る
も
の
で

す
か
ら
、
そ
れ
を
全
部
区

分
け
を
ま
た
し
て
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
。

例
え
ば
、
従
来
の
も
の

だ
と
、
消
費
税
率
８
％
で

あ
っ
て
も
、
地
方
消
費
税

率
は
１
・７
％
で
消
費
税

率
は
６
・３
％
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
軽
減
税
率
の

場
合
の
８
％
は
、
地
方
消

費
税
率
が
１
・
７６
％
、
そ

し
て
消
費
税
率
が
６
・
２４

％
と
、違
う
わ
け
で
す
ね
。

こ
れ
を
ま
た
分
け
て
い
か

な
き
ゃ
い
け
な
い
。
こ
ん

な
作
業
を
一つ
一つ
の
取

引
に
つ
い
て
延
々
と
や
ら

れ
た
ら
、
本
当
に
ナ
ー
バ

ス
ブ
レ
ー
ク
ダ
ウ
ン
と
い

う
か
、
も
う
と
ん
で
も
な

く
な
る
よ
と
い
う
ふ
う
な

悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
る
わ

け
で
す
。

だ
か
ら
、
こ
の
資
料
を

見
て
お
わ
か
り
の
と
お

り
、
こ
ん
な
複
雑
な
区
分

経
理
を
す
る
た
め
に
、
膨

大
な
事
務
量
、
膨
大
な
時

間
、多
大
な
追
加
人
件
費
、

あ
る
い
は
事
業
活
動
心
理

の
萎
縮
と
か
、
経
営
の
圧

迫
と
か
、
廃
業
者
の
増
加

と
か
、
こ
う
い
っ
た
追
加

経
営
コ
ス
ト
が
非
常
に
必

要
と
な
っ
て
く
る
。

お
聞
き
し
た
い
の
は
、

財
務
省
は
、
こ
う
い
っ
た

軽
減
税
率
導
入
の
前
に
、

こ
れ
ら
の
事
業
者
の
追
加

コ
ス
ト
と
か
あ
る
い
は
国

税
関
係
者
の
追
加
徴
税
コ

ス
ト
な
ん
か
を
は
じ
き
出

し
た
の
か
、
そ
の
点
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

○
矢
野
政
府
参
考
人
（財

務
省
主
税
局
長
）

お
答

え
を
申
し
上
げ
ま
す
。

軽
減
税
率
の
導
入
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
委
員
か

ら
お
話
が
ご
ざ
い
ま
し
た

よ
う
に
、
事
業
者
の
方
々

あ
る
い
は
消
費
者
の
方
々

に
時
々
刻
々
多
大
な
手
間

が
か
か
る
と
い
う
面
が
あ

る
こ
と
は
、
導
入
す
る
前

か
ら
わ
か
っ
て
お
っ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
れ
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ど
の
く
ら
い
軽

減
税
率
の
対
象
と
な
る
物

品
を
売
上
げ
あ
る
い
は
仕

入
れ
で
そ
れ
ぞ
れ
扱
っ
て

お
ら
れ
る
か
、あ
る
い
は
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
ど
の

よ
う
な
規
模
で
行
っ
て
お

ら
れ
る
か
、
そ
し
て
、
日

々
の
業
務
を
シ
ス
テ
ム
で

処
理
し
て
お
ら
れ
る
か
、

手
作
業
で
行
っ
て
お
ら
れ

る
か
な
ど
な
ど
、
個
々
の

事
業
者
の
事
情
に
よ
っ
て

ま
ち
ま
ち
で
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
日
本
全
体
に
お

き
ま
し
て
ど
の
程
度
の
事

務
負
担
が
生
じ
る
か
と
い

う
見
積
り
を
す
る
と
い
っ

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て

は
、
定
量
的
な
分
析
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

他
方
で
、
例
え
ば
、
中

小
の
小
売
事
業
者
が
複
数

税
率
に
対
応
す
る
た
め
の

必
要
な
レ
ジ
の
導
入
に
つ

い
て
の
支
援
を
行
う
な

ど
、
予
算
上
の
措
置
で
あ

り
ま
す
と
か
、あ
る
い
は
、

税
制
上
の
記
帳
に
関
し
ま

し
て
の
当
面
の
特
例
措
置

を
設
け
て
、
売
上
げ
又
は

仕
入
れ
の
一定
割
合
を
軽

減
税
率
対
象
で
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
処
理
す
る
こ
と

が
で
き
る
特
例
を
設
け
る

な
ど
に
よ
っ
て
対
応
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

○
末
松
委
員

　

そ
う
い
う

定
量
的
な
根
拠
も
、
要
す

る
に
し
た
こ
と
が
な
い
と

い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
配

慮
に
欠
け
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
。
だ
か
ら
、
そ
こ
は
、

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
形

の
工
夫
で
事
業
者
の
そ
ん

な
煩
環
な
も
の
を
取
り
除

い
て
い
く
と
い
う
こ
と
を

や
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
た
だ
、
我
々

の
立
場
は
、
軽
減
税
率
で

は
な
く
て
給
付
つ
き
税
額

控
除
を
や
れ
ば
、
こ
ん
な

煩
環
な
こ
と
を
す
る
必
要

は
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

ぜ
ひ
改
め
て
そ
こ
は
考
え

直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

も
う
ち
ょ
っ
と
追
及
す

る
予
定
で
し
た
け
れ
ど

も
、
ち
ょ
っ
と
時
間
が
ご

ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
こ
う

い
っ
た
、
国
税
に
つ
い
て

も
大
変
な
手
間
が
あ
る
、

こ
れ
は
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方

で
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い

う
時
間
の
か
か
る
審
査
と

か
審
理
、
あ
る
い
は
新
し

い
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
丁

寧
な
対
応
と
い
う
の
が
要

求
さ
れ
る
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、こ
う
い
っ
た
場
合
、

応
急
的
な
対
応
と
し
て
、

国
税
従
事
者
の
増
員
を
、

な
お
一層
ふ
や
す
べ
き
じ

ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
こ
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
大

臣
に
お
聞
き
し
ま
す
。

○
麻
生
財
務
大
臣

　

国
税

庁
と
い
う
か
税
務
署
と
い

う
か
、こ
れ
ま
で
、消
費
税

率
の
軽
減
税
率
制
度
に
向

け
た
い
わ
ゆ
る
広
報
、
周

知
徹
底
等
々
、
税
務
署
に

お
け
る
相
談
対
応
に
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
税
務
を
執
行
す
る

現
場
に
お
き
ま
し
て
は
、

こ
う
し
た
取
組
に
加
え

て
、
い
わ
ゆ
る
確
定
申
告

書
の
提
出
を
受
け
て
事
務

が
本
格
化
し
ま
す
の
で
、

こ
の
申
告
の
誤
り
と
か
、

還
付
の
申
告
と
か
そ
う
い

っ
た
審
査
や
何
と
か
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

う
い
っ
た
も
の
に
極
め
て

丁
寧
な
指
導
が
要
る
。

ま
た
、
特
に
飲
食
料
品

と
い
う
の
を
取
り
扱
う
課

税
事
業
者
へ
の
書
面
の
照

会
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
軽

減
税
率
、
引
上
げ
に
伴
う

い
わ
ゆ
る
滞
納
の
未
然
防

止
と
か
整
理
促
進
な
ど
、

こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の

を
取
り
組
ん
で
い
か
な
き

や
な
ら
ぬ
と
い
う
の
は
、

も
う
間
違
い
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
今

御
指
摘
に
な
り
ま
し
た
よ
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大
塚
議
員

　

令
和
２
年
度
の
税
制
改
正
法
案
が
成
立
し
た
。国
会
の
議
論
に
お
い
て
は
、

税
政
連
の
要
望
を
受
け
て
の
質
疑
が
相
次
い
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
一部

を
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
。
な
お
、
国
会
議
事
録
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公

開
さ
れ
て
い
る
。
（三
者
の
ミ
ロ
【ｏ阿
閃
巴
ｂ
ｅ
ね
ｏ－き
＼
＃
〇

末
松
議
員



う
に
、
国
税
庁
の
定
員
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
２

年
度
の
予
算
に
お
い
て
、

軽
減
税
率
制
度
の
対
応
の

た
め
の
体
制
整
備
と
し
て

２
月
２１
日
衆
議
院
財
務
金

融
委
員
会

令和２年（２０２０年）４月１日 （水曜日） 億：種鞭物嗣）
○
伊
佐
進
一委
員
（公
明

党
）
次
に
、
与
党
税
調

に
お
い
て
、
我
が
党
独
自

提
案
と
し
て
出
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
も
の
が
ご
ざ
い

ま
す
。
本
会
議
で
も
一部

触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
、
災
害
に
よ
る
損
失

控
除
で
す
。

　

現
在
、
災
害
で
受
け
た

被
害
と
い
う
の
は
、
盗
難

と
か
あ
る
い
は
横
領
と
同

じ
雑
損
控
除
と
い
う
形
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
雑
損

控
除
と
し
て
所
得
か
ら
控

除
す
る
。
で
も
、
災
害
に

よ
る
損
害
と
い
う
の
は
、

大
体
、
横
領
と
か
盗
難
よ

り
も
全
然
多
額
に
な
る
場

合
が
大
き
い
で
す
。
繰
越

し
で
き
る
の
は
し
か
も
三

年
、
だ
か
ら
引
き
切
れ
な

し
Ｙ

　

こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と

か
と
い
う
と
、
例
え
ば
家

が
洪
水
で
流
さ
れ
た
。
家

屋
あ
る
い
は
家
財
の
損
害

が
例
え
ば
三
千
万
円
あ
り

ま
し
た
。
保
険
で
一千
万

円
支
援
さ
れ
ま
し
た
。
残

り
二
千
万
円
、
こ
れ
が
損

害
額
に
な
り
ま
す
。
二
千

万
円
こ
の
雑
損
控
除
が
本

来
使
え
る
は
ず
な
ん
で
す

が
、
例
え
ば
そ
の
方
の
所

得
が
三
百
万
だ
っ
た
と
し

コ
災
害
損
失
控
除
の
創
設
に
つ
い
て

新
た
に
４
１
１
人
、
全
体

で
５０
人
の
純
増
と
い
う
の

を
確
保
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
定
員
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

た
ら
、
雑
損
控
除
は
二
千

方
あ
る
の
に
、
結
局
使
え

る
の
は
、
三
年
間
し
か
繰

り
越
せ
ま
せ
ん
の
で
、
三

百
万
か
け
る
三
で
九
百
万

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
残
り
一千

百
万
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　

し
か
も
、
こ
の
雑
損
控

除
、
ほ
か
の
所
得
控
除
よ

り
優
先
さ
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
そ
の
間
は
、
本
来
誰

も
が
受
け
ら
れ
る
は
ず
の

基
礎
控
除
だ
っ
た
り
配
偶

者
控
除
だ
っ
た
り
保
険
料

控
除
、
こ
れ
は
全
部
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
、
こ
の
三
年

間
。

　

我
が
党
か
ら
は
、
災
害

に
よ
る
損
失
控
除
は
独
立

さ
せ
て
、
新
た
な
災
害
損

失
控
除
を
提
案
し
ま
し

た
。
麻
生
大
臣
か
ら
答
弁

い
た
だ
い
た
の
は
、
所
得

税
も
繰
越
期
間
が
三
年

間
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
が
ま

ず
一点
あ
る
、あ
る
い
は
、

損
失
額
の
証
明
書
類
は
雑

損
控
除
で
は
求
め
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
、
こ
れ
が
長
期

に
わ
た
る
と
、
や
は
り
こ

こ
を
厳
密
に
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
、
こ
う
い
う
答
弁
で
あ

り
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
れ
は
東
日
本

大
震
災
の
と
き
は
三
年
を

延
長
し
て
お
り
ま
す
。
五

年
間
ま
で
延
長
し
て
い

軽
減
税
率
制
度
の
定
着
に

向
け
て
更
に
万
全
を
期
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ

ろ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

る
。
そ
の
と
き
の
理
屈
と

い
う
の
も
あ
る
は
ず
な
ん

で
す
。

　

い
ま
一度
お
伺
い
し
ま

す
が
、
こ
れ
は
な
ぜ
東
日

本
大
震
災
の
と
き
に
で
き

た
の
に
で
き
な
い
の
か
。

技
術
的
な
話
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
矢
野
政
府
参
考
人

　

お

答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

委
員
御
指
摘
の
と
お

り
、
東
日
本
大
震
災
の
と

き
だ
け
三
年
を
五
年
に
延

ば
し
た
と
い
う
特
例
が
と

ー

　　　　　　　

，…

ら
れ
た
、
法
律
上
と
ら
れ

た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
そ
の
被
害
が

同
時
、▲大
量
、
集
中
的
に

発
生
し
た
極
め
て
甚
大
な

も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
上

に
、
広
範
な
地
域
に
わ
た

っ
て
生
活
基
盤
や
事
業
基

盤
が
根
こ
そ
ぎ
失
わ
れ
た

と
い
う
こ
と
か
ら
、
個
々

の
被
災
者
の
方
々
の
生
活

の
再
建
に
つ
き
ま
し
て
も

相
当
な
期
間
を
要
す
る
場

合
が
非
常
に
多
い
と
い
う

よ
う
な
判
断
の
も
と
に
、

特
例
的
に
、
損
失
額
を
確

認
す
る
た
め
の
仕
組
み
を

設
け
る
こ
と
な
く
、
雑
損

控
除
の
繰
越
控
除
期
間
を

三
年
か
ら
五
年
に
延
長
し

た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

○
伊
佐
委
員

　

東
日
本
の

場
合
は
、
さ
っ
き
主
税
局

長
か
ら
あ
っ
た
の
は
、
同

時
、
大
量
、
広
範
だ
と
、

規
模
も
大
き
か
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
私
、
や
は
り
こ

れ
は
所
得
控
除
で
す
の

で
、
被
災
者
一人
一人
か

ら
見
た
ら
同
じ
だ
と
思
い

２
月
２５
日
衆
議
院
財
務
金

融
委
員
会

○
海
江
田
万
里
委
員
（立

憲
民
主
党
）

そ
れ
か
ら

最
後
の
時
間
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
先
日
来
ず
っ
と
出

て
お
り
ま
す
自
然
災
害
に

遭
っ
た
と
き
の
損
失
の
控

ま
す
。
洪
水
で
流
さ
れ
よ

う
が
津
波
で
流
さ
れ
よ
う

が
、
同
じ
よ
う
に
家
は
流

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す

よ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
は

マ
ク
ロ
で
見
れ
ば
違
う
か

ら
あ
な
た
は
違
う
制
度
で

す
と
い
う
こ
と
は
、
私
は

　

除
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
雑

　　

損
控
除
で
は
も
う
で
き
な

　　

い
、
対
応
し
切
れ
な
い
と

（立
い
う
こ
と
は
も
う
何
度
も

か
ら
こ
こ
で
議
論
に
な
り
ま
し

て
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
日

も
、
本
税
理
士
会
が
、
税
理
士

と
出
法
に
基
づ
い
て
、
税
理
士

口に

法
の
第
４９
条
の
１１
、
建
議

の
控
等
と
い
う
項
目
が
あ
り
ま

　　　　　　

ｒ
ふ

　

く
．

叫ぼ

「
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ち
ょ
っ
と
、
被
害
者
か
ら

す
れ
ば
何
で
な
ん
だ
と
い

う
思
い
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
思

い
ま
す
の
で
、
こ
こ
は
引

き
続
き
議
論
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に

思
い
ま
す
。

し
て
こ
の
税
理
士
法
の
改

正
と
い
う
の
は
議
員
立
法

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
政
府

に
聞
く
よ
り
我
々
の
方
が

経
緯
を
知
っ
て
い
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
が
。
や
は
り

本
当
に
税
制
と
い
う
の
は

な
か
な
か
難
し
い
わ
け
で

あ
り
ま
す
。だ
け
れ
ど
も
、

そ
れ
を
専
門
家
の
人
た
ち

摘
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
先
に
基
礎
控
除
だ
と

か
い
ろ
い
ろ
な
医
療
費
控

除
だ
と
か
を
ず
っ
と
引
い

て
き
ち
ゃ
う
と
も
う
控
除

し
切
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う

わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

や
は
り
一番
最
後
に
こ
の

控
除
の
枠
を
決
め
る
と
い

う
こ
と
で
い
う
と
、
最
初

に
別
の
各
種
の
控
除
を
や

っ
て
、
残
っ
た
と
こ
ろ
で

最
後
に
こ
の
控
除
を
や
り

ま
す
か
ら
、そ
う
す
る
と
、

こ
れ
も
か
な
り
金
額
が
大

き
い
か
ら
、
十
年
ぐ
ら
い

か
か
っ
て
こ
れ
を
控
除
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、

被
害
額
が
大
き
い
か
ら
一

遍
に
出
て
い
く
と
、
一遍

に
そ
れ
だ
け
税
金
が
取
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

し
に
、
む
し
ろ
、
控
除
期

間
を
長
く
し
て
、
傷
を
だ

ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
や
は
り

癒
や
し
て
い
く
と
い
う
よ

う
な
形
に
す
る
か
ら
、
非

常
に
こ
れ
は
い
い
制
度
だ

と
思
う
の
で
。
こ
う
い
う

こ
と
は
別
に
超
党
派
で
、

公
明
党
の
方
々
も
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
ま
す
、
自
民
党

の
方
々
だ
っ
て
そ
う
い
う

ふ
う
な
思
い
が
あ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
政
府
だ
け
が

か
た
く
な
な
わ
け
で
あ
り

ま
す
か
ら
、
こ
う
い
う
こ

と
を
ぜ
ひ
や
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

矢
野
さ
ん
、
準
備
し
て

き
た
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
の

税
理
士
の
建
議
を
ど
れ
ほ

ど
こ
れ
ま
で
し
っ
か
り
耳

を
傾
け
て
き
た
か
と
い
う

こ
と
を
お
話
し
く
だ
さ

い
。
そ
れ
で
、
今
後
も
ぜ

ひ
傾
け
て
く
だ
さ
い
。

○
矢
野
政
府
参
考
人

　

お

答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
税
制
当
局
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
御
指
摘

の
と
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な

団
体
が
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
経
済
団
体
等
々
、

業
界
団
体
等
々
ご
ざ
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
税
理
士
団

体
、
税
理
士
会
、
最
も
身

近
な
団
体
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
現
場
の
声
と
し

て
、
国
税
庁
か
ら
も
も
ち

ろ
ん
話
を
聞
き
ま
す
け
れ

ど
も
、
税
理
士
の
先
生
方

か
ら
の
御
所
見
と
い
う
の

を
毎
年
書
面
で
頂
戴
し
て

お
り
ま
す
。

　

法
律
の
根
拠
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
御
指
摘
の
と

お
り
で
す
。
そ
れ
を
受
け

て
秋
口
に
ご
意
見
を
い
た

だ
く
意
見
交
換
会
を
設
け

た
り
、
あ
る
い
は
、
秋
深

ま
っ
て
か
ら
、
か
な
り
密

に
や
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と

し
ま
し
て
も
、
今
回
の
未

婚
の
一人
親
の
話
も
そ
の

中
に
載
っ
て
い
た
も
の
の

一
つ
で
す
。
言
い
出
し
た

も
と
の
も
と
が
税
理
士
さ

ん
と
い
う
わ
け
で
は
ご
ざ

い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
載

っ
て
い
た
と
い
う
意
味
で

は
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
平
成
二
十

九
年
の
災
害
の
話
が
ご
ざ

い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
災

害
に
つ
き
ま
し
て
も
、
そ

の
税
理
士
か
ら
の
提
言
の

中
に
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ

れ
を
受
け
て
と
い
う
か
、

実
は
主
税
局
内
で
の
発
意

に
よ
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
災
害
が
起
き
て
か
ら

自
分
は
ど
の
も
の
が
適
用

税
理
士
会
の
建
議
権
と

災
害
損
失
控
除
の
創
設
に
つ
い
て

か
ら
が
、
そ
し
て
、
実
際
実
務

と
い
に
も
携
わ
っ
て
い
る
専
門

ゃ
な
家
の
人
た
ち
が
、
こ
こ
は

に
思
こ
う
直
し
た
方
が
い
い
よ

は
引
と
い
う
こ
と
で
毎
年
毎

い
た
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
改

う
に
正
に
際
し
て
建
議
を
す
る

　　

わ
け
で
す
。

　　　

こ
の
建
議
の
中
に
、
実

　　

は
令
和
二
年
度
税
制
改
正

　　

の
建
議
書
の
中
に
、
重
要

　　

建
議
項
目
の
三
と
い
う
と

　　

こ
ろ
で
、
所
得
税
、
住
民

の
改
税
に
お
け
る
雑
損
控
除
か

立
法
ら
災
害
控
除
を
独
立
さ
せ

政
府
て
、
災
害
損
失
控
除
を
創

方
が
設
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

わ
け
を
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す

は
り

よ
。

の
は

　

し
か
も
、
こ
れ
は
ほ
か

け
で
の
控
除
と
違
っ
て
こ
の
控

も
、
除
の
順
番
と
い
う
の
は
結

た
ち
構
大
事
で
、
こ
の
間
も
指
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さ
れ
る
か
が
、
後
か
ら
、

も
う
ど
た
ば
た
の
中
で
わ

か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、

制
度
が
広
が
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
は
後

手
後
手
に
な
る
の
で
、
と

に
か
く
も
う
広
げ
ら
れ
る

限
り
広
げ
て
お
い
て
、
そ

れ
を
し
っ
か
り
そ
う
い
っ

た
形
で
し
っ
か
り
運
用
す

る
と
い
う
形
を
と
る
う
と

い
う
、
常
設
化
と
い
う
ふ

う
に
後
か
ら
名
前
を
つ
け

ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う

い
う
改
正
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
も
結
果
か
ら
す
れ
ば

税
理
士
会
か
ら
の
ご
要
請

の
中
に
も
載
っ
て
い
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
う
言
っ
た
形
で
し
っ

か
り
と
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
と
い
い
ま
す
か
、
意
見

交
換
を
し
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
税
制
に
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

○
海
江
田
委
員

　

こ
れ
で

終
わ
り
ま
す
が
、
矢
野
主

税
局
長
、
税
理
士
会
の
要

望
と
い
う
か
、
建
議
と
、

そ
れ
か
ら
他
の
団
体
の
要

望
と
い
う
の
は
違
う
ん
で

す
よ
、
こ
れ
は
。や
は
り
、

彼
ら
は
そ
れ
な
り
に
納
税

者
の
こ
と
を
思
っ
て
専
門

家
の
立
場
か
ら
建
議
を
し

て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま
し

て
、
わ
ざ
わ
ざ
建
議
と
い

う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
そ
こ
は
十

分
ご
理
解
い
た
だ
い
て
、

し
っ
か
り
耳
を
傾
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。以
上
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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▼

　　　　　　　　

事業承継にお悩みの関与先はいらつＬやいませんか？

　　　　

　　 　

　

鑓勘 事業承継（Ｍ＆Ａ等）顧客紹介制度

　

電撃講評
警護蜂蜜≧

　　　

近年、中小企業において、後継者不足などの理由から事業継承が大きな経営課
題となっています。我々税理士の関与先も

　　

他人事ではありません。この課題解決の一助としてお薦めしたいのが、三井住友信託銀行の
「事業承継（Ｍ＆Ａ等）に関する

　　

顧客紹介制度」です。この制度はＭ＆Ａのみならず、親族・従業員承継や、廃業に伴う不動産売却
など、あらゆる角度から事業

　　

承継をサポートするものです。ぜひご利用ください。

　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

　

　 　
　

　　　　

　

　

　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

ご相談時から、円滑な事業承継の実現に向けて顧問税理士と三井住友信託銀行
が手を携えて進めて参ります。

　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　

　

　　

　　

　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

（２）ご紹介にあたっては、三井住友信託銀行への個人情報の提供にっい
て、関与先本人から事前の同意を得る必要

があります。（三井住友信託銀行所定の「ご紹介票（兼

　　　　

同意書）」に、関与先さまのご署名をいただくことが必要で
す。）

　　　

（３）遠隔地である場合など対応できないエリアもございます。あらかじめご承知おきください。

　　　　　　　　　

全 国 税 理 十 共 栄 金

　　　　　　　　　　　　

〒１４１‐００３２東京都品川区大崎１‐１１－８日本税理上△簿ィ階

　

ＴＥＬ０３（５７４０）８３１１（代） ＦＡＸ０３（５７４０）８３３３

　　　　

圭税共の享業は、ホー轟ページでき栗内じています。ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｚｅｎｚｅ
ｉｋｙｏ．ｃｏｍ対 全税共 Ｈ検索益

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　

　　

令和２年（２０２０年）４月１日 （水曜日）


